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報告要旨 

日時：2024 年 1 月 24 日（水） 

場所：オンライン開催 

 

バングラデシュの海外出稼ぎと農村経済―女性の海外出稼ぎ主流化への期待― 

大東文化大学 須田敏彦 

 

バングラデシュ経済の成⾧要因の一つは、海外の出稼ぎ、特に農村部からの海外出稼ぎで

ある。海外出稼ぎ者の数は 2022 年には 113 万人となり、アジア最大の移民労働者送り出し

国になった。しかし、女性の割合はきわめて少ない。 

本報告では、出稼ぎ／移住が起きる要因や歴史的背景を整理した上で、海外出稼ぎ者が多

いクミッラ県の農村を事例として、海外出稼ぎが農村の貧困緩和や経済発展に大きく貢献

していることを示した。 

 バングラデシュ政府は、海外出稼ぎを貧困緩和や経済成⾧の重要な推進力と位置づけて

いる。日本など先進国で介護や農業、ICT など様々な分野で労働力不足が深刻になる一方、

バングラデシュの教育を受けた女性には安心して暮らせる海外で働きたい人が少なくない。

そのため、女性の海外出稼ぎ者は今後バングラデシュで増えていくと考えられる。 

  

 


